
人口減が緩やか

生産年齢人口の割合が高
い

転入＞転出
・生産年齢の若年層と定
年前高齢者層で

流入＜流出
（通勤・通学に伴う人口流

動）

仙台圏への流出＜仙台圏
以外への流出

近隣地区の大型
事業所向けのベッ
ドタウンが主流

子育て世代向けの
住宅需要

町内生産＜町内所得
地域経済循環率

=85%

（仙台圏ベッドタウンの
富谷市では54%）

若い世代向けの町
内産業強化

高齢者の働きの場
の提供

町外への民間消費支出
＜町外からの民間消費

脂質

（しかし）
近隣市町の域外消費支出を
吸収出来切れていない

仙台圏に負けない
店舗づくり

特化係数(*)
１以上の産業

平均事業所規模小
（付加価価値額
５０００万円以下）

比較的小規模の企業が活躍してい
る分野
①卸売業，小売業
②宿泊業，飲食サービス業
③生活関連サービス業，娯楽業

③その他サービス業

共に満たす産
業分類

近郊６市町においては競争力に問
題ないが、大きなライバルである
「仙台圏南部」に対抗する企業努
力が必要

RESASデータ分析から見える大河原町小規模企業等の位置
づけと課題

人口構成・
動態

市域経済
循環

（生産→所
得→支出）

産業構造

小規模事業等への影響

町の民間消費支出
（需要）の維持

町の所得の源泉

(*)特化係数：全国の産業構成比と域内の産業構成比を比較し、
特定の産業が１以上であれば地域の特徴的な産業であるとす
る指標


